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■抄 録 
72 歳の後弯症患者に(1)三楽フォーミュラで Reciprocal change を考慮した正確な矯正⽬標⾓度を算出し、(2)腸
⾻に当科開発 freehand の Medial iliac screw 法で screw を⼊れ、(3)L5 に Schwab の Grade 4 Osteotomy（当科の
PSO-TLIF superior）を Domino-3rd rod 法で⾏い、予測通りの alignment を得た。これらを供覧する。 
三楽フォーミュラについて説明します。 
PI が 57 度、PT が 33 度であり、この⼈の正常 PT 値は Sliding scale から 16 度です。 
三楽フォーミュラの概念は、代償のない⾻盤、PT16 度上に重⼼、C3 ないし 4 が来るように矯正するということ
です。実測 PT 値の 33 度から正常 PT 値の 16 度を引いた 17 度が代償分の PT であり、これを前⽅回転し、正
常の PT 値の⾻盤を作ります。この上に重⼼線を引いて、すなわち 17 度前⽅回転し、正常⾻盤を作り、その上
に重⼼線を引き、⾻切り部から C3/4 をこの重⼼線上に持ってくるための⾓度、42 度が minimal correction angle
であり、reciprocal change を考慮してない⾓度で、これがベーシック三楽フォーミュラです。 
これを 17 度後⽅回転すると元の画像に戻り、重⼼線は 17 度後⽅に引いた線になります。 
従って、最初から 17 度後⽅に引いた線に対して作図をすればよく、回転は不要で実⽤的なものになります。 
アドバンスド三楽フォーミュラは reciprocal change を計算に⼊れるものです。 
⾮固定部となる C3/4 から UIVまでの⾓度を⽴位と前屈位の差で⾒て、この例では 23 度戻り得ると考えますが、
中尾の研究で前屈位をわずかに超えるぐらいまで戻るとのことであり、この 23 度を reciprocal change として設
定します。このような後弯に対し、⾻切りで重⼼線上に持ってきたと仮定します。すると、UIV 以上のところで
reciprocal change が起こります。これをさらに⾻切り部で矯正して重⼼線上に持ってくる⾓度β、reciprocal 
change correction angle を計算します。すると⽬的とする correction angle は minimal correction angle プラスβ
ということになります。その際、C3/4 から UIVまでの⻑さ a と、UIVから⾻切り部までの⻑さ b との⽐、a対
b が⼤切です。実際上は脊椎は直線ではなく、このような湾曲を持っているわけですが、それでも湾曲上で測定
したαダッシュ、βダッシュは直線で測定したα、βとほとんど変わらず、直線の図で代⽤可能です。そこでβ
を求めるため、この三⾓形に着⽬し、余弦の定理、正弦の定理を⽤いて解くと、βの値はこのような式で表され、
α、a、b イコール xa を代⼊すればベータの値が求められますが、ここではもっと簡便な Sliding scale 法につい
て説明します。a対 b が 1対 1 であれば、βは 0.5αになります。a対 b が 2対 1 であればβは 0.7α、1対 2 で
あればβは 0.3α、a対 b が 3対 2 であればβは 0.6α、a対 b が 2対 3 であればβは 0.4αと。すると、a対 b に
ついて右の表のような Sliding scale が作成できます。この例では a対 b が 3対 2 でしたので、βは 0.6αとなり、
βイコール 0.6掛ける reciprocal change αの値 23 度イコール 13 度となります。従って、⽬的とする correction 



angle は minimal correction angle プラスβ、イコール 42 度プラス 13 度、イコール 55 度ということになります。 
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